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1.預金・貸出金、個人預り資産預金・貸出金、個人預り資産

預金・貸出金および個人預り資産の状況は次のとおりです。

預金残高

貸出金残高
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個人預金の推移 投信・公共債・年金保険の推移
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H20.6

3,072

2,246

平成18年6月期区　　分 平成19年6月期 平成20年6月期

307,227

213,163
66,084
19,530
8,449

224,522

134,847
57,768

310,389

220,118
67,666
15,787
6,817

226,142

133,079
61,915

307,283

219,149
63,739
22,550
1,844

224,644

128,480
64,739

預金残高

　個人預金
　法人預金
　公金預金
　金融機関預金

貸出金残高

　中小企業向け貸出
　個人向け貸出

個人預り資産

　　個人預金
　　投資信託
　　公 共 債
　　年金保険

平成18年6月期区　　分 平成19年6月期 平成20年6月期

233,261

213,163
5,644
1,422
13,030

249,134

220,118
10,248
1,613
17,153

253,388

219,149
12,070
1,746
20,421

預金・貸出金

個人預り資産



2.有価証券有価証券

（百万円）

経常収益は、資金運用収益のうち貸出金利息および有価証券利息配
当金が利回りの上昇により増加したことや、その他業務収益、その他
経常収益も増加したことなどから、前年同期比254百万円の増収とな
りました。一方、経常費用は資金調達費用のうち、預金利息が利回りの
上昇により増加したことや、その他経常費用も増加したこと等から、前
年同期比214百万円の増加となりました。
この結果、経常利益は前年同期比39百万円、四半期純利益は前年同
期比37百万円の増益となりました。

3.経営成績経営成績

平成18年6月期区　　分 平成19年6月期 平成20年6月期

1,786

1,434

352

206

2,000

1,663

337

181

2,254

1,877

376

218

経 常 収 益

経 常 費 用

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

有価証券の評価差額等は次のとおりです。

（億円）

※金額が過少なため、「評価差額等」には「売買目的の商品有価証券」は含んでおりません。
※「子会社・関連会社株式｣で時価のあるものはありません。     
※差額および評価差額は、各決算日の時価に基づき算出しております。ただし、内訳中の「株
式」および「その他」に含まれる投資信託等の評価差額は、月中平均時価に基づき算出し
ております。 

平成18年6月期区　　分
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満期保有目的の債券等

その他有価証券

平成19年6月期
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債　　券

株　　式

そ の 他

評価差額等



4.不良債権不良債権

（百万円）

1 破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2 危険債権

3 要管理債権

4 正常債権

4 210,100

1 6,125

3 2,490

2 10,714 〔平成20年6月期〕

平成18年6月期区　　分 平成19年6月期

4,152 3,888 6,125破産更生債権及び
これらに準ずる債権

5,309

4,051

13,513

215,623

228,776

5.90％

5,893

3,583

13,365

217,298

230,664 

5.79％

平成20年6月期

10,714

2,490

19,330

210,100

229,430

8.42％

危 険 債 権
要 管 理 債 権

　計　A

正 常 債 権

合　計　B

不良債権の割合  A / B

自己資本比率は、銀行が保有する貸出金や有価証券等の資産に対し、
資本金や引当金等の内部資金をどの程度保有しているかを見る指標
であり、銀行の健全性を示す重要な指標です。

◆当行のように海外に営業拠点を有しない銀行は国内基準の対象となり、
自己資本比率が4％以上あることが求められています。
◆平成20年3月期の自己資本比率は8.11％であり、国内基準の4％はもちろ
んですが､国際基準（海外店舗を持つ銀行の基準）の8％もクリアしています。

◆基本的項目（Tier１）比率とは、自己資本の根幹を成す「基本的項目」（資
本金や剰余金など）によって算出される比率のことです。
◆平成20年3月期のTier１比率は6.03％であり、この比率でみても国内
基準をクリアしています。

自己資本比率について

基本的項目（Tier1）比率について

平成19年3月期 平成19年9月期 平成20年3月期区　　分

5.自己資本比率自己資本比率

9.49％

8.59％

8.29％

6.93％

8.11％

6.03％

自己資本比率

基本的項目（Tier1）比率

金融再生法に基づく開示債権額（貸出金および支払承諾等貸出金に準
ずる債権を対象）は次のとおりです。

※上記の各四半期末の計数は、以下の点につき事業年度末に開示する計数とは集計方法が
　異なるため、計数は連続しておりません。 
・各四半期末の金融再生法に基づく開示債権額は、それぞれ各年3月末時点における債務
者区分をベースとして、各四半期中に発生した倒産、不渡り、延滞、法的事象等客観的な事
実ならびに行内格付の引下げ等があった債務者について、当行の定める自己査定基準に
基づき、債務者区分の見直しを行い、各年6月末時点での残高を集計したものであります。 
なお、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」のうち、無価値と認められる部分につい
て、新たに部分直接償却を行っておりません。 



6.企業の社会的責任企業の社会的責任（ＣＳＲ）への取組の取組み企業の社会的責任（ＣＳＲ）への取組み
　当行では、お客さま・株主の皆さま・従業員・地域社会か
らの期待に応える取組みとして、従来から多方面にわたる企
業活動を推進しております。
　今回、その中から、以下の活動をご紹介させて頂きます。

地域貢献活動等の実施 

「しまぎん経営情報説明会」の開催 

〈平成20年度に実施した主な地域貢献活動〉（平成20年7月末現在）
・地域行事（スポーツ大会、祭り等）への参加・協賛…9店舗 
・奉仕活動（社会福祉施設等での奉仕活動、公園・観光地等の清掃活
動等）の実施…13店舗 
・チャリティー活動（チャリティーバザーの開催等）の実施…8店舗 

　お客さま応対の更なる向上に向けて、女性従業員が中心となり、
「さわやかSU※運動」を展開し、創立記念日・全店統一「感謝Day」の
開催や外部講師の招聘による接客研修の実施など、様々な取組み
を行っております。 
　この運動の一環とし
て、地域貢献活動等に
対して、中期経営計画
の名称である「未来の
創造」（C r e a t i n g  
Tomorrow）を愛称と
した「CTポイント」を
設定し、各営業店がこ
のポイントを競うこと
により、活動を活性化
しております。 

　株主の皆さまをはじめとしたステークホルダーの皆さまから、
より一層のご支援を頂くためには、経営情報の積極的な開示によ
る経営の透明性の確保が何より大事であるとの考えのもと、「しま
ぎん経営情報説明会」を毎年1回開催し、経営・財務情報の的確かつ
タイムリーな提供に努めております。 
　平成20年度においても、7月22日から8月1日にかけて、山陰地
区6会場（鳥取、米子、松江、西郷、出雲、浜田）において開催し、300
名を超えるステークホ
ルダーの皆さまにご出
席頂きました。 
　また、経営情報説明
会の後には、懇親会を
開催させて頂き、ステ
ークホルダーの皆さま
から、忌憚の無い、貴重
なご意見を多数頂戴致
しました。 

※：「SU」には、①Step Up（ステップアップ）、②Study & Understand（学習・調査＆
理解・会得）、③Status Up（ステータスアップ）の3つの意味がございます。 



（平成20年8月 発行）

お問合せ先：人事財務グループ
　　　　　　松江市東本町2-35 〒690-0842
　　　　　　TEL.0852-24-1234（代表）
　　　　　　URL.http://www.shimagin.co.jp

本誌の作成にあたっては、環境にやさしい大豆インクと古紙配合率100％再生紙を使用しております。 

〔しまぎん店舗のご案内〕

本ミニ・ディスクロージャー誌は、しまぎんの主要な経営

情報をタイムリーに、また、分かりやすくお伝えすること

を目的として作成しております。

今後も地域の皆さまに、積極的な経営内容の情報開示

をおこなってまいります。

なお、本誌記載の情報は当行ホームページに掲載してお

ります。

■島根県（25ヵ店）

◎松江市（10ヵ店）

　本店営業部 TEL（0852）24-4000 

　北 出 張 所 TEL（0852）24-1451 

　松江駅前支店 TEL（0852）24-1351 

　南 出 張 所 TEL（0852）24-1251 

　津 田 支 店 TEL（0852）24-1551 

　松江卸団地支店 TEL（0852）24-1651 

　山 代 支 店 TEL（0852）24-1751 

　黒 田 支 店 TEL（0852）23-7777 

　上乃木支店 TEL（0852）22-7755 

　学園通支店 TEL（0852）21-2120 

◎隠岐郡（1ヵ店） 

　西 郷 支 店 TEL（08512）2-1224 

◎安来市（1ヵ店） 

　安 来 支 店 TEL（0854）22-3535 

◎出雲市（5ヵ店） 

　出 雲 支 店 TEL（0853）30-6611 

　出雲東出張所 TEL（0853）22-5260 

　出雲中央出張所 TEL（0853）23-6262 

　大 社 支 店 TEL（0853）53-2142 

　平 田 支 店 TEL（0853）62-2314 

◎雲南市（2ヵ店） 

　大 東 支 店  TEL（0854）43-2621 

　雲 南 支 店  TEL（0854）45-5557 

◎簸川郡（1ヵ店）

　斐 川 支 店 TEL（0853）72-5200 

 

●しまぎんFAセンター　フリーダイヤル（0120）883-947

◎大田市（1ヵ店） 

　大 田 支 店 TEL（0854）82-0395 

◎江津市（1ヵ店） 

　江 津 支 店 TEL（0855）52-2626 

◎浜田市（1ヵ店） 

　浜 田 支 店 TEL（0855）22-0276 

◎益田市（2ヵ店） 

　益 田 支 店 TEL（0856）22-2222 

　益田北支店 TEL（0856）23-4455 

■鳥取県（9ヵ店）

◎米子市（4ヵ店）

　米 子 支 店 TEL（0859）34-3131 

　角盤町支店 TEL（0859）32-5121 

　米子駅前支店 TEL（0859）33-5221 

　米子東支店 TEL（0859）22-7370 

◎境港市（1ヵ店）

　境　支　店 TEL（0859）42-3761 

◎日野郡（1ヵ店）

　根 雨 支 店 TEL（0859）72-0371 

◎倉吉市（1ヵ店）

　倉 吉 支 店 TEL（0858）22-4158 

◎鳥取市（2ヵ店）

　鳥 取 支 店 TEL（0857）22-3118 

　鳥取駅南出張所 TEL（0857）24-8141


